
え
た
こ
と
は
当
時
の
舞
台
背
景
か
ら
ゑ
て
ほ
ぼ
確
実
で
あ
る
。
『
掌

中
方
』
も
ま
た
『
外
台
秘
要
方
」
の
編
集
ア
イ
デ
ア
に
由
来
す
る
可

能
性
が
高
い
が
、
と
も
あ
れ
、
わ
が
国
独
自
の
医
方
書
の
嗜
矢
と
し

て
、
今
後
研
究
に
値
す
る
貴
重
な
資
料
と
考
え
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
・
医
史
学
研
究
室
）

呉
秀
三
の
論
述
の
中
に
、
呉
家
の
先
祖
は
豊
田
姓
を
名
乗
っ
て
い

た
と
あ
る
。
呉
一
族
が
、
中
央
に
出
て
華
を
し
い
活
動
を
行
っ
た
の

に
対
し
、
豊
田
一
族
は
故
郷
・
呉
に
と
ど
ま
り
、
地
域
医
療
に
尽
し

た
の
で
あ
る
。
本
日
は
呉
秀
三
の
父
で
あ
る
呉
黄
石
の
い
と
こ
に
あ

り
ゆ
う
せ
き

象
と
し
て
る
お

た
る
豊
田
立
碩
と
、
そ
の
実
子
実
頴
と
昭
雄
を
中
心
に
述
べ
た
い
・

呉
秀
三
の
曽
祖
父
が
、
豊
田
隆
平
（
伊
予
中
島
出
身
一
七
六
一

（
？
）
’
一
八
一
二
）
で
あ
り
、
医
師
と
し
て
働
き
、
荘
山
田
村
（
現
呉

市
の
中
央
部
山
の
手
）
に
移
住
し
、
沢
原
家
の
娘
と
結
婚
し
た
。
そ
の

長
男
が
山
田
黄
石
（
荘
山
田
村
生
れ
、
一
七
八
八
’
一
八
二
七
）
で
、
呉

氏
の
始
祖
と
な
り
、
次
男
が
沢
田
屋
金
左
ヱ
門
（
荘
山
田
村
生
れ
、
？

’
一
八
五
九
）
（
薬
種
商
）
で
、
新
家
沢
原
を
名
乗
っ
た
。
金
左
ヱ
門
の

三
男
が
、
も
と
の
豊
田
姓
に
か
え
り
、
豊
田
倍
次
郎
、
後
の
立
碩
で

あ
る
。

り
ゆ
う
せ
き

立
碩
は
、
文
政
六
年
（
一
八
二
三
）
二
月
六
日
、
荘
山
田
村
に
生

呉
家
の
本
家
筋
、
豊
田
家
の
医
師
た
ち

①

○
豊
田
裕
治

②

豊
田
秀
三

③

石
田
純
郎
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れ
た
。
広
島
の
広
藤
道
庵
（
一
七
五
四
’
一
八
三
二
）
及
び
、
江
戸
の

土
生
玄
碩
に
医
術
を
学
び
、
荘
山
田
村
（
現
在
呉
市
中
央
部
の
山
の
手
）

の
長
之
木
筋
に
、
外
科
医
・
眼
科
医
と
し
て
開
業
し
た
。
兎
唇
の
縫

合
手
術
が
巧
く
、
遠
方
よ
り
患
者
が
集
ま
っ
た
と
い
う
。
明
治
三
一

年
（
一
八
九
八
）
一
二
月
一
日
没
。
享
年
七
六
才
。

承
と
し

立
碩
の
長
男
実
頴
（
駒
太
郎
。
号
》
松
雲
）
は
嘉
永
六
年
（
一
八

五
三
）
二
月
六
日
、
荘
山
田
村
に
生
れ
た
。
幼
少
よ
り
神
童
と
の
誉

れ
高
く
、
大
阪
の
医
学
校
で
学
び
、
長
之
木
筋
の
父
親
の
医
院
を
継

ぎ
、
眼
科
医
と
し
て
開
業
し
た
。
後
に
中
通
三
丁
目
（
現
在
の
ジ
ャ

ス
コ
呉
店
の
向
ｂ
に
移
転
し
た
。
医
業
は
、
は
や
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
眼
底
が
見
え
に
く
く
な
っ
た
と
い
う
理
由
で
、
早
く
廃
業
し
た
。

彼
は
医
茉
以
外
に
、
行
政
畑
や
、
教
育
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
。

明
治
二
年
に
安
芸
郡
上
席
書
記
、
ま
も
な
く
安
芸
中
学
、
安
芸
師

範
学
校
長
と
務
め
、
明
治
一
九
年
に
は
荘
山
田
村
戸
長
と
な
っ
た

が
、
明
治
二
一
年
に
は
こ
れ
ら
を
全
て
辞
職
し
て
、
安
芸
郡
よ
り
県

議
会
議
員
に
選
出
さ
れ
た
。
ま
た
こ
の
こ
ろ
地
方
衛
生
会
議
員
も
務

め
た
。
明
治
二
三
年
、
改
進
党
よ
り
、
第
一
回
衆
議
院
議
員
に
立
候
補

し
、
当
選
し
一
期
務
め
た
。
ま
た
明
治
三
六
年
か
ら
四
四
年
ま
で
、
呉

市
の
名
誉
職
参
事
会
員
を
務
め
た
。
余
技
と
し
て
、
漢
詩
に
長
じ
て

い
た
・
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
三
月
二
九
日
没
。
享
年
七
八
才
。
実

頴
に
は
実
子
が
な
く
、
弟
・
昭
雄
の
長
男
静
春
を
養
子
と
し
た
。

て
る
お

実
頴
の
弟
昭
雄
も
医
師
で
あ
っ
た
。
昭
雄
は
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
一
二
月
一
二
日
、
荘
山
田
村
に
生
れ
、
や
は
り
大
阪
の
医
学
校

で
学
び
、
呉
市
の
成
町
（
現
在
の
伏
原
、
豊
田
内
科
の
位
置
）
で
開
業
し

た
。
内
科
を
専
門
と
し
た
。
明
治
一
二
年
と
一
九
年
の
コ
レ
ラ
流
行

の
際
に
、
防
疫
に
尽
力
し
た
。
昭
和
五
年
（
一
九
三
○
）
二
月
二

三
日
没
。
享
年
七
一
才
。

以
上
、
呉
地
方
の
地
域
医
療
に
尽
し
た
、
呉
秀
三
の
ま
た
い
と
こ

た
ち
の
事
跡
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

（
①
岡
山
大
学
第
二
内
科
②
豊
田
内
科
③
三
菱
水
島
病
院
）

豊田隆平
(1761(？)-1821）

I

門
の

一
家
雪ヱ弱
畑
金
？

り
く

｜
山田黄石

豊田立碩呉黄石
(1823-1898）

豊田昭雄豊田実頴呉秀三
(1858-1930)(1853-1932)

〔付図〕
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